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日本語学習者はどんなときに意味を不適切に理解するかを
分析する。

日本語学習者に必要な「読む」ための文法を構築する。

【調査に協力してもらった日本語学習者】

・中国語母語話者で日本の大学に在籍する大学院生30名

・日本語能力は上級（日本語能力試験１級・N1取得者）

日本語学習者に日本語の文章を読んでもらい，読みながら
理解した意味やわからなかった点などを母語で話してもらう。

【読解対象】
自分の専門分野の学術論文
（言語学，人文地理学，経済学，経営学，社会学，社会福祉学，心理学，
生活科学，材料化学，電気電子工学，機械工学，土木工学）

・述語の主語は「～こと」や「～(れ)ば」など

より前にある「～が」であることはない。

・述語の主語は「～こと」や「～(れ)ば」など

より前にある「～は」か，それがなければ，

さらに前の文にある「～は」である。

日本語学習者の読解調査に基づく「読む」ための文法の開拓

野 田 尚 史 （ のだ ひさし ）

研究の方法研究の方法

法案においては…[省略]…等を柱とし，まち

づくりの主体である市町村が，都市の低炭素

化を促進するための低炭素まちづくり計画を

作成し，その地域に応じた低炭素化の取り組

みを展開していくことを目指している。

「目指している」の主語は？

正しくは : 「国土交通省」 （前の文にあり）

学習者は : 「市町村」

（「市町村」に「が」が付いているから）

日本語学習者の不適切な理解から「読む」ための文法へ日本語学習者の不適切な理解から「読む」ための文法へ

省略された主語を
適切に理解するための文法

一つ目に，前述のようにジニ係数のような

空間情報を含まない集中度のみを算出した

分析では，集積の概念にある隣接性は無視

されており，王・魏や日置の研究のように集

積の尺度も併用することが望ましい。

修飾構造についての学習者の理解省略された主語についての学習者の理解

・「～ような」などは直後の名詞を修飾すると

は限らない。直後にある名詞ではない名

詞を修飾することがある。

・どの名詞を修飾するかは，意味的に判断

する必要がある。（たとえば「～係数」と「～

度」の近さや，前後の文脈から判断する。）

「ジニ係数のような」の修飾先は？

正しくは : 「集中度」を修飾

学習者は : 「空間情報」

（直後の名詞を修飾するはず）

「～のか」の並列は？

正しくは : １つ目と３つ目だけが並列

学習者は : ３つとも並列

（「～のか」が３つ並んでいるから）

ここで注意すべきことは，目標利益の設定目

的が何かということである。開発設計者等の

業績の測定・評価なのか，当該新製品が企

業利益にどの程度貢献したのかを測定・評価

するものなのかによって，使用する利益概念

は異なる。

並列構造についての学習者の理解

～が こと 述語。

（れ）ば

述語

～は こと 述語。

（れ）ば

〜ような 名詞 名詞

ジニ 係数 のような 空間情報 集中度

？

？
意味的な近さ

・「～のか」や「～こと」などの直後に「を」や

「によって」などがあれば，後の「～の」や

「～こと」とは並列されていない。

・「～のか」や「～こと」などの直後に「，」や

「や」などがあれば，後の「～の」や「～こ

と」と並列されている。

〜のか ，

〜こと や

〜のか

〜こと

〜のか を

〜こと によって

〜のか

〜こと
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修飾構造を
適切に理解するための文法

並列構造を
適切に理解するための文法


